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特別損失の発生及び連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績動向を踏まえ、平成 29年 5月 11日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので、
お知らせいたします。 
 

記 

 

 ●特別損失の発生及び業績予想の修正について 
 

１．当期の連結業績予想数値の修正（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

 連 結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属す

る 連結当期 純利 益 

１ 株当たり 

連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 
20,078 

百万円 
228 

百万円 
295 

百万円 
189 

円 銭 

19.16 

今回修正予想（Ｂ） 19,050 210 306 288 29.68 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,028 △18 11 99  

増 減 率（ ％ ） △5.1 △7.9 3.7 52.4  

（参考）前期連結実績 

（平成 29 年 3 月期） 
19,577 199 266 172 17.46 

 

２．修正の理由 

 売上高は、特殊紙関連需要が伸び悩み、技術紙は前年実績をわずかに上回ったものの、主力としてい
るファンシーペーパー・ファインボード・高級印刷紙の特殊紙３品目を含む他の品目で売上が減少し、
前回予想を下回る見通しとなりました。 
利益面においては、当社大阪の倉庫補修工事費として特別損失 154百万円を計上しましたが、平成 30

年 2 月 27 日に公表いたしました「連結子会社における固定資産の譲渡及び特別利益発生に関するお知
らせ」にて記載の通り、固定資産の売却により固定資産売却益として特別利益を計上したことで、親会
社株主に帰属する当期純利益は前回予想を上回る見通しとなりました。 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は本予想数値と異なる場合があります。 
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